
平成29年度大阪府感染症対策審議会

麻しん及び風しん策部会　議事（概要）
日時：平成３０年１月２５日（木）午後３時～４時５０分
場所：エル・おおさか（大阪府立労働センター）南館４階　会議室Ｂ
委員総数：１２名
出席委員：１０名（うち代理出席１名）
その他出席者：７名　＊大阪府（事務局：保健医療室医療対策課）
○　部会長あいさつ

○　議事

1.
麻しんの発生状況及び麻しんに対する府の取組み

【麻しんの発生状況】
平成26年　大阪府　46　全国 462

平成27年　大阪府　 2　全国　35

平成28年　大阪府　51　全国 165

平成29年　大阪府 　9　全国 188

○関空以外の啓発活動は？

→ GWや夏休み等の渡航するケースが多い時期に府ＨＰで啓発。
また、府政だよりでも啓発している。（事務局）
2.
風しんについて　（講演）

『国の風しん排除に向けた取組』　講師：国立感染症研究所　多屋先生

○風しんウイルスと感染
潜伏期間：2から3週間、感染経路：飛沫感染、接触感染

ウイルスの排泄機関：発疹出現前一週間と発疹出現後一週間

３つの症状：発熱、淡紅色紅斑、耳後部、後頭部、頸部リンパ節腫脹

３つの症状がそろわないことが多い

大人がかかると関節痛、関節炎を認めることが多い

風しんウイルスに感染しても症状がでないことが多い（不顕性感染）

先天性風しん症候群については、感染した妊娠週数が早いほど、複数の症状が重なる。
しかしながら、妊娠週数が早くても異常なしの場合もある（日本小児感染症学会のデータ）
○風しんに関する特定感染症予防指針の改訂
早期に先天性風しん症候群の発生をなくすとともに、平成32年度までに風しん排除
風しんと診断したら、氏名、生年月日、住所、職業等を含めて保健所へ直ちに提出。

一例発生したらすぐ積極的疫学調査、原則として全例の検査診断（麻しんと同様）

○感染症研究所発行の風しんガイドライン
医師による風しん・先天性風しん証拠群届出ガイドライン、都道府県における麻しん風しん対策ガイドライン、風しん発生時対応ガイドライン、医療機関における風しん対策ガイドラインについては、改訂作業中。職場における風しん対策ガイドラインについてはそのまま

○風しんの報告数が多い国（2016年）→インド、中国、インドネシア等

○年齢群別感染源・感染経路（2013年）　→０から5歳・・・　父、６から12歳・・・　父　

⇒子どもの感染は父よりの感染が多く、20から59歳・・・職場が多い

○風しん含有ワクチンの定期予防接種制度と年齢の関係（2018年1月1日時点）
38歳9か月以上の男性と55歳9か月以上の女性は風しん含有ワクチンの接種機会なし
○渡航前・職場の風しん対策
風しんに対する免疫を保有してほしい職種
医療関係者、保育関係者、教育関係者、多数の人と接触する職場に勤務する人、海外から渡航する人々と接触が多い職場に勤務する人
○その他情報提供
平成30年2月4日（風しんの日）

海外渡航者向け「風しんイベント」を成田空港で開催（H30.1.24報道発表）

3.
風しんに対する府の取組みと今後の方向性について
【風しんの発生状況】
平成24年　大阪408　 全国2386

平成25年　大阪3192　全国14344

平成26年　大阪17　　全国319

平成27年　大阪10　　全国163

平成28年　大阪13　　全国125

平成29年　大阪10　　全国93

【先天性風しん症候群】
平成24年　大阪0　全国4

平成25年　大阪5　全国32

平成26年　大阪1　全国9

平成27年以降、発生なし
・風しんの臨床検査は難しい。何を目安に診断すべきか？

　最初の１例を見つけることが難しい。その人が分かれば、積極的疫学調査をすることとなった。

・子どもは罹っても元気なので、周りにうつしやすい。曝露後の接種はどう考えるか？

→潜伏期に入ってしまうと間に合わないが、明らかに未接種であればワクチンを接種すべき。

ただし、接種不適合者は気を付けること。
【風しんに対する府の取組み（先天性風しん症候群対策）】
○風しん抗体検査（国庫補助1/2）
　　平成26年から平成30年度までの5か年事業
　　対象：妊娠を希望する女性、妊娠を希望する女性の配偶者、妊娠している者の配偶者
・風しん抗体受検者数（平成26から28年度）
政令・中核市　 ：15,605
上記以外（府）：6,766（うち抗体価が不十分32％、抗体価が十分68％）
○予防接種事業（大阪府独自：府1/2、市町村1/2）
平成25年度（風しんﾜｸﾁﾝ等接種緊急促進事業）：接種者　43,089　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年から平成28年度：接種者21,031

○啓発事業：啓発チラシを作成して配布
○定期接種の予防接種率（麻しん風しん定期予防接種実施状況）
第1期：平成28年度：大阪府97.0％、全国97.2％

第2期：平成28年度：大阪府92.8％　全国93.1％

【今後（平成31年度以降）の先天性風しん症候群対策事業の方向性について】
○大阪府は、現在、万博の誘致に力を入れている。風しんが流行してしまうと開催が難しくなる。
東京オリンピックの開催や万博誘致が成功した場合、海外からの人の流入が急増するため、風しん抗体価の低い世代がいることは問題と考える。府として積極的に行っていくべき。
○国は、抗体検査のみ補助対象としているが、大阪府は、抗体検査と接種費用の助成をセットで行っているところが良いところ。予算の確保は難しいかもしれないが、少なくとも予防接種事業だけは継続すべきである。
○本事業の対象は、妊娠希望の女性とその配偶者であるが、今後、未婚や少子化が進んでいく中、独身女性にもアプローチすべき。また、様々な状況で働いている人は多数いるので、違う世代にもアプローチすべき。

○抗体検査だけではなく、接種も勧奨すべき。年齢を絞って接種を促進すべきと考える。

○麻しんのように、教育機関へのアプローチが大事。3期、4期があったからこそ効果があった。
○市町村では、妊婦健診を受けて予防接種するケースが多い。大阪府の補助事業はとても有り難い。府の補助がないと、市町村としては事業の継続が難しい。接種だけでも継続してほしい。

○部会として、接種補助の継続を強く要望する。
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